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イントロダクション
本稿の原著である Animeʼs Media Mix ;Franchising Toys and Character in
JapanはUniversity of Minnesota Press から 2012 年に出版されたメディアミッ
クスについての学術書である。著者のマーク・スタインバーグ氏は現在カナダ
で日本のアニメーションや映画などを教えており、本書が最初の単著となる。















ア論の影響である。著書 Animeʼs Media Mix :Franchising Toys and Characters




















































































Garden）（訳者注：Out of the Garden :Toys and Childrenʼs Culture in the Age






















































































































































































188 専修国文 第 94 号












































































































った。これらのブリキの玩具は、1954 年のデータでは玩具輸出量の 80 パーセ
ント、日本国内の玩具生産量の 50 パーセントを占めていた46。戦後最初の玩





































































































に人気のあった景品は 1950 年代後半から 60 年代にかけて宣伝されていた〝シ
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ネコルト〟であった。これはキャラクターの絵（鉄人 28 号やアトムなど）を
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はラジオドラマだった65。
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ジオの TCJ（現エイケン）の手により、グリコの提供で製作された。
1963 年 10 月から 1966 年 5 月まで放映された。
9 山川浩二「「ワッペンブーム」と「テレビ人」市場とマスコミ→クチコミ










; Lush, Scott, Celia Lury. Global Culture Industries : The Mediation of



























3 Kline, Stephen. Out of the Garden :Toys and Childrenʼs Culture in the Age
of TV Marketing. London :Verso, 2003, p190-91
10 Seiter, Ellen. Sold Separately :Parents and Children in Consumer Culture.
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13 Frederik L. Schodt のgAstro Boy Essaysl(Osamu Tezuka, Mighty Atom,












通信』第 47 号 2006.5）と『江戸の妖怪革命』（河出書房新社 2005）や
カバット（Kabat, Adam）のgMonsters as Edo Merchandisel（Japan












リソン（Allison, Anne）の Millenial Monsters（訳者注：邦題『菊とポケ
モン―グローバル化する日本の文化力』）、クロス（Cross, Gary）とスミ
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ス（Smits, Gregory）の論文gJapan, the U. S. and the Globalization of










The Mickey in Macyʼs Window :Childhood, Consumerism, and Disney
Animation.l（Disney Discourse :Producing the Magic Kingdom, edited by
Eric Smoodin, 203-23. London :Routledge, 1994）を参照。
21 ハイデ（Heide, Robert）、グリマン（Gilman, John）lMaster of Market-












24 津堅信之『アニメ作家としての手塚治虫』（NTT 出版 2007.3）p16。津
堅の調査は、渡辺泰、山口且訓『日本アニメーション映画史』（有文社




























Thomas）gSpeciesism, Part One : Translating Races into Animals in
Wartime Animationl（Limits of Human, Mechademia 3, edited by
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41 『玩具商報』1958 年 2 月 p37
42 斎藤『昭和玩具文化史』p25-34 では、この区別の重要性が強調されてい
る。加藤定と河野詮の有益な議論、「キャラクター商品発生の土台となっ













47 アリソンMillenial Monsters, p37-38（邦訳『菊とポケモン』）
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48 近藤篤司・河野詮「これからはぐるみ時代」（『マーチャンダイジングライ



































第 3回」（『マーチャンダイジングライツレポート』1980 年 3 月）p24。
55 高橋康雄「赤胴鈴之助」（別冊太陽スペシャル『子どもの昭和史 2 昭和











59 串間努『少年ブーム―昭和レトロの流行もの』晶文社 2003.2 p31
60 斎藤『昭和玩具文化史』p280-281 では、高徳玩具がこの用語を生み出し
たと指摘されている。




62 講談社『アトム BOOK』（2009.2）p24-26．1958 年のアトム人形のメー
カーとして雑誌『少年』の出版社である光文社が記載されている。
63 森晴路『図説 鉄腕アトム』（河出書房新社 2003.5）p93 によれば、
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66 マルコム・グラッドウェル Tipping Point p9（訳者注：邦題『ティッピン
グ・ポイント―いかにして「小さな変化」が「大きな変化」を生み出す
か』）

























※本稿はUniversity of Minnesota Press の許可を得て翻訳している。この場を
借りてお礼を申し上げる。
※本稿は海外文献研究会（於専修大学）の発表を基にしたものである。
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